
知識・技能
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めている。
表現方法を創意工夫しし、個性豊かで創造的に表している。

思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主
題を生成し個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に
対する見方や感じ方を深めたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組もうとしている。

期末テスト

４．学習状況の評価方法

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組む態度の各
観点を考慮し，総合的に評価する。

５．担当者からのメッセージ

感じたこと、考えたことを作品化する「表現力」を身につける技術科目です。それには授業への情熱と集中力が欠
かせません。誠実な取り組む姿勢が必要です。

第
三
学
期

1
四季のデザイン１
ａ　各季節の形と色彩　失われつつある「季節感」を感じ、四季をとらえる
ｂ　イメージスケッチ　各季節の植物、食物、風物、行事を列挙させる

2
四季のデザイン２
ｃ　構成　数多くのアイデアスケッチから各季節の画面構成をする。
ｄ　着彩　四季の豊かさを色彩で表現させる

3
鑑賞
日本美術史　日本美術特有の絵画表現・思想を知り、日本美術の歴史を理解す
る

学年末テスト

３．評価の観点

期末テスト

8

第
二
学
期

9
絵画論
絵画の多様な表現方法　多種多様な行が技法を理解し、個性的表現を深める

10
絵画の技法
ａ　ウォッシュ　水彩が技法を地塗りとして基盤とする多様な地塗り効果を理解す
る

11
読書感想画制作１
ａ　詩など文学作品を選び、熟読し、主題をまとめさせる
ｂ　アイデア・スケッチ　主題を絵画表現に変換し、数多くスケッチさせる

12
読書感想画制作２
ｃ　構図・構成　アイデアスケッチをもとに画面構成を決定させる
ｄ　着彩　主題を表現するに最も適した地塗りの作業のあと、着彩させる

学期 月 学 習 内 容
考査・課題
提出物等

第
一
学
期

4
美術Ⅱの学習内容について
1年間の学習計画を伝え、美術の授業の意義を理解させる

5
デザイン論
グラフィック・デザインの世界　　伝達、コミュニケーションをいかに実現するか、デ
ザインの理論を理解する

6
環境問題に関するポスター制作１
ａ環境問題を知る　現在、世界の抱える問題を理解、認識し、ポスター制作をする
ｂデザインスケッチ　伝達したいテーマを簡潔にわかりやすく図案化する

7
環境問題に関するポスター制作２
ｃ　彩色計画　色彩の効果を試行錯誤し決定させる
ｄ　Finish　図案の内容にあった表現方法で伝達力を高める

２　学習計画及び評価方法

芸 術 美 術 Ⅱ 2 普 通 2 全

１　学習の到達目標等

学習の到達目標

美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、美術を愛好する心情を育てるとと
もに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深
める。

教科書・副教材 日文　高校生の美術Ⅱ　アクリル絵の具

コ ー教 科 名 科 目 名 単位数 科 学 年


